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編集後記

　ここに『研究年報』の翻訳特集号が完成いたしました。『研究年報』では第 35
号期に翻訳論文を掲載し、さらに第 37号期の原稿募集からは、通常の研究論文
のみならず、日本において未発表の論文・作品の翻訳テクストの募集を開始し
ておりました。しかしながら、35号以降に掲載された翻訳テクストは 2本のみ、
またその内訳はどちらも研究論文の翻訳で、作品の翻訳に関しては 1本も掲載さ
れておりませんでした。そこで編集委員は、『研究年報』でも広く翻訳を募集し
ているということを会員のみなさまに周知できるような企画を立ち上げれば、翻
訳を出してみたいと考える会員の方が増え、通常号の『研究年報』においてもよ
り多くの翻訳テクストを掲載することができるようになるのではないか、と考え
ました。
　以上の発想をもとに、2019年の夏ごろから今回の翻訳特集号の企画がスター
トしました。結果として、4本の翻訳原稿が集まりました。18世紀の文献とドイ
ツの現代小説が 1本ずつと、2本の演劇学論文と、多彩なテクストが集まり、『研
究年報』の門戸の広さを示すことができたのではないかと思っております。この
特集号を手に取っていただいた会員のみなさまのうちから、近い将来に翻訳原稿
を『研究年報』に寄稿してみようと考えてくださる方がひとりでも多く出ていた
だければと期待しております。
　テクストの翻訳にあたっては、執筆者のみなさまにはしかるべき第三者による
翻訳のチェックを受けてから原稿をお寄せいただけるようにお願いしておりま
す。また、本特集号の企画立ち上げの際・企画推進の過程では、独文の先生方に
も相談させていただきました。翻訳チェックに携わっていただいた先生方、企画
についての相談にのっていただいた先生方、さらにこの特集号発行に関わってい
ただいたすべての方にこの場を借りて感謝申し上げます。

（編集委員長：中村大介）


